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技術の概要

安全・防災　 インフラDX 　 維持管理  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　杭工事は、施工後の出来形確認や不具合の修正が難しいことから、徹底した施工精度の確保や工事
記録の作成が不可欠であることに加え、逼迫する労働力不足を補うため、省力化工法の導入等による
生産性の向上が求められている。当社ではこのような状況を受け、カメラ付き自動追尾型トータルステー
ションを活用した新たな杭施工管理自動化システム「杭打キングPLUS」を、株式会社きんそくと共同で開
発した。

　本システムは、単機能からなる従来の杭施工管理システムとは異なり、カメラ付自動追尾型トータルス
テーションによる3次元計測とカメラ画像を利用し、「杭芯計測」「杭計測（水平位置・傾き）」「杭打機誘導」
「杭深度計測」等の機能を一元化したシステムである。また従来のシステムでは対応できなかった削孔
時の計測管理を可能としている。操作は端末（タブレット）により遠隔で行うことが可能で、独自に開発し
た機能を使用して計測結果を視覚的に、図と数値で表示させることができる。この計測結果は杭打機に
搭載したモバイル端末にも表示可能でリアルタイムに情報共有ができる。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

・遠隔操作により任意の場所からの計測・観測が可能で、稼働中の重機周辺での作業が軽減でき安全
性が向上する。
・自動化した杭計測により、計測数値がリアルタイムに表示されることで、修正が即時可能となり施工精
度の向上が図れる。
・杭施工管理計測の省人化が図れるとともに、計測データを自動で帳票化することで作業時間が短縮さ
れ生産性が向上する。

４．技術の適用範囲

・既成杭、鋼管杭、柱状地盤改良など、杭工事全般の「杭心計測」、「杭計測（水平・傾き）」、「杭打機誘
導」、「杭深度計測」に適用
・計測可能距離は10m以上100m以内。ただしカメラ画像処理や計測精度の観点から計測対象杭径をφ
150㎜以上かつ計測距離30m以内を推奨する。

２．技術の内容

５．活用実績

国の機関　 １３　件　（九州　　0件　、九州以外　１３件　）
自治体　　　１３　件　（九州　　0件　、九州以外　１３件　）
民　 間　　　１４　件　（九州　　１件　、九州以外　１３件　）

※別紙２



６．写真・図・表

システムの概要
『杭打キングPLUS 』は、３次元システムとカメラ付きトータ

ルステーションを利用して杭施工の精度を向上させるシス
テムです。

独自開発した４大計測機能を使用することで、トータルス
テーションの観測者が不要となり、杭施工が効率化できま
す。

システムの特徴
①品質向上

・工程別計測が可能
（削孔・杭セット・杭埋設完了等）

・システムによる杭計測（水平位置・傾
き）

・出来形データをCSV出力可能
②生産性向上

・ワンマン杭芯計測が可能
・杭計測時の観測者が不要

③視覚化
・画面を見るだけで計測差異が見える
・カメラ画像で杭施工が見える

④リアルタイム
・杭打機操縦者、施工者、事務所等で

計測状況の画面共有が可能
・杭打機を止めずに連続計測が可能

施工順序 データ出力例

計測出来形

図

計測数値データ（CSVデータ）

杭芯ｴｯｼﾞ ｴｯｼﾞ

カメラで現場状況を確
認、
表示画面の切替えで
リアルタイムに確認 計測結果をwifiで転送

運転席で計測結果をリアル
タイムに見ながら杭を誘導

カメラ画像による

杭のエッジ検出

杭打キングPLUS システム概要

①後方交会 ②データ選択

③計測 ④調整

基準点T1 基準点T2

基準点2点により、トータルステーショ

ンの

器械点の位置を求める

器械点

タブレット端末で遠隔操作

杭番号・工程別選択・計測種類の選

択


